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昨
年
２
月
24
日
ロ
シ
ア
軍
は
突
然
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
に
武
力
侵
攻
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
が
始
ま
っ
た
。
同
国
の

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
国
民
に
徹
底

抗
戦
を
命
ず
る
と
と
も
に
、
欧
米
諸
国
に

は
軍
事
援
助
を
依
頼
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
ロ
シ
ア
の
侵
攻
前
か
ら
、

ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
近
郊
へ
軍
隊
を

送
っ
て
い
る
こ
と
を
ネ
ッ
ト
で
全
世
界
へ

通
知
し
て
い
た
。
こ
の
情
報
を
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
人

も
い
た
よ
う
だ
が
、
間
違
い
な
く
現
実
の

も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
よ

う
な
侵
攻
が
21
世
紀
で
も
あ
り
う
る
こ
と

を
知
っ
た
世
界
の
国
々
の
指
導
者
は
、
安

全
保
障
の
強
化
に
乗
り
出
し
、
日
本
の
岸

田
首
相
は
「
５
年
間
で
５
兆
円
の
防
衛
費

増
加
が
必
要
だ
」
と
宣
言
し
た
。

　

ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
長
年
中
立
国
で

あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北

大
西
洋
条
約
）
入
り
を
宣
言
し
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
も
同
調
し
て
い
る
。
ま
た
ロ
シ
ア

と
長
い
国
境
を
持
つ
バ
ル
ト
３
国
も
ロ
シ

ア
の
侵
攻
に
備
え
る
動
き
を
見
せ
、
ア
メ

リ
カ
に
軍
事
支
援
の
増
強
を
依
頼
し
て
い

る
国
も
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
北
部
と
東
部
、
東
南
を

ロ
シ
ア
に
接
し
て
お
り
、
す
で
に
ク
リ
ミ

ア
半
島
と
東
部
の
一
部
が
ロ
シ
ア
に
略
奪

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
の
軍
事
援
助
に
期
待
し
て

お
り
、
と
く
に
ド
イ
ツ
に
は
攻
撃
力
の
強

い
戦
車
「
レ
オ
パ
ル
ド
２
」
の
援
助
を
求

め
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ

が
積
極
的
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
が
印
象

的
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
下
で
第
二
次

世
界
大
戦
を
引
き
起
こ
し
た
国
と
し
て
、

１
９
４
５
年
２
月
の
ヤ
ル
タ
会
議
（
出
席

者
は
、
米
国
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
、
英

国
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
、
ソ
連
邦
ス
タ
ー
リ

ン
首
相
）
の
内
容
に
従
っ
て
終
戦
後
は
４

か
国
（
ヤ
ル
タ
会
議
の
３
か
国
に
仏
国
を

追
加
）
で
占
領
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

終
戦
後
、
民
主
主
義
国
家
と
共
産
主
義

国
家
の
対
立
が
激
化
し
て
き
た
の
で
、
１

９
４
９
年
４
月
に
は
米
国
・
英
国
・
仏
国

が
軍
事
同
盟
と
し
て
北
大
西
洋
条
約
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
を
創
設
し
た
。
同
年
５

月
に
は
米
国
・
英
国
・
仏
国
に
占
領
さ
れ

た
地
域
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド

イ
ツ
）
と
し
て
、
ソ
連
邦
が
占
領
し
て
い

た
地
域
は
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
東
ド
イ

ツ
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
占
領
下
で
形
式

上
、
独
立
し
た
。

　

西
ド
イ
ツ
は
憲
法
に
相
当
す
る
基
本
法

を
制
定
し
、
こ
の
中
の
24
条
に
は
「
世
界

平
和
の
秩
序
維
持
の
た
め
主
権
的
権
利
を

国
際
機
関
へ
委
譲
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。「
主
権
的
権
利
」
と
は
軍
事
主
権

で
あ
る
の
で
、
西
ド
イ
ツ
は
独
立
し
て
も

軍
事
主
権
は
な
い
。

　

１
９
９
０
年
10
月
３
日
、
西
の
「
ド
イ

ツ
連
邦
共
和
国
」
に
東
の
「
ド
イ
ツ
民
主

共
和
国
」
が
編
入
さ
れ
る
形
で
、
ド
イ
ツ

統
一
が
実
現
し
た
。
西
の
基
本
法
は
、
そ

の
ま
ま
、
統
一
ド
イ
ツ
の
基
本
法
と
な
っ

た
の
で
、
基
本
法
第
24
条
も
、
そ
の
ま
ま
、

統
一
ド
イ
ツ
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
統
一
後
の
ド
イ
ツ
に
は
、「
軍
事

主
権
」
が
な
い
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
現
在
の
ド
イ
ツ
が
二

度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
に
加
盟
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
単
独

の
軍
事
行
動
を
抑
制
し
、
基
本
法
24
条
で

「
軍
事
主
権
は
国
際
機
関
に
委
譲
さ
れ
て

い
る
」
の
で
、
ド
イ
ツ
で
は
首
相
に
軍
事

主
権
が
な
く
、
ド
イ
ツ
軍
を
一
歩
た
り
と

も
国
外
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ

が
「
ド
イ
ツ
封
じ
込
め
」
の
実
態
で
あ
る
。

同
じ
敗
戦
国
「
日
本
の
封
じ
込
め
」
は
、

憲
法
第
９
条
と
日
米
同
盟
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
が
置
か
れ
た
状
況
か
ら
分
か
る

こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ド
イ
ツ
の
軍

事
援
助
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
国
と
し
て
の
行

動
で
あ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
と
く
に
米
国
、

英
国
、
仏
国
）
の
承
知
の
上
の
行
動
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
可
能
な
限
り

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
努
め
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
次
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
が
国
際
社
会

で
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
の
ケ

ー
ス
は
１
９
９
０
年
代
の
コ
ソ
ボ
紛
争
の

時
で
あ
る
。
バ
ル
カ
ン
半
島
で
は
第
二
次

世
界
大
戦
前
の
時
期
に
、
ド
イ
ツ
の
権
益

が
あ
っ
た
場
所
で
も
あ
り
、
ド
イ
ツ
は
医

療
チ
ー
ム
を
組
ん
で
紛
争
で
の
負
傷
者
を

治
療
し
、
こ
れ
が
初
期
段
階
で
あ
っ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
ド
イ
ツ
は
ロ
シ
ア
と

対
峙
し
な
い
よ
う
に
気
配
り
し
て
い
る
よ

う
で
、
ド
イ
ツ
の
国
威
向
上
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

　

５
月
の
Ｇ
７
の
議
長
国
で
あ
る
日
本
は
、

原
爆
被
爆
国
の
立
場
か
ら
核
兵
器
使
用
の

全
面
禁
止
と
国
際
法
違
反
の
侵
略
行
為
の

禁
止
な
ど
を
全
会
一
致
で
国
会
決
議
し
、

平
和
国
家
と
し
て
の
国
威
発
揮
を
期
待
し

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウクライナ紛争で積極的活動がウクライナ紛争で積極的活動が
目立つドイツ目立つドイツ


